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最近邦交天文書一覧

倉敷天文墓水野千里
　大正十四年に「最近五年間の邦丈天丈

三一賢」な寄稿しすここSがある．その時

にば大正九年から大正十四年七月頃迄に

旧刊されプこもの為批評しすこが，其の後一

ク・年牛問に二出版されすこもの【t就U、て短評

為試みmpう・

（1）　理學博士翻誠親藏著

　迷信1冊￥2，50興學會出版部
（2）同　一著
　天文學概親1冊￥1，50興學會出版部

（e）理學博士山鷹一学理

　天文E人生1m　1．50　警醒肚書店

（4）同　人　著

　遊星曲りごり撫￥1．80同上
（5）向　人著
　星空の観察　脚　　￥180同　上

（6）濁人著
　星につながる人々1冊￥ユβ0隅上
（の　同　人　著

　北極星その外U1｝￥1β0同上
（8）伺　入　著

　宇宙開拓史講話柵￥L80同上
（9）　同人著天膿ビ宇宙（萬有科學大系第

　　一6巻の中【こある）

（10）同　人　著

　標準天丈秘本　1冊　みつびし書店

（11）理融融目口鯉吉著

　太陽鵬￥4β0岩波書店
（12）伺　人　著

　天幸llit￥2．00　同上
（15）同人　著
　太陽黒黒占1冊￥2．30［科學雷塊叩

（14）周　人　著

　天界片信　1冊￥2・30興學會出版部

（15）　古川龍城著

　天文學的人生齪ユ冊￥1，20越山堂
（i6）　　山崎』E光明

　素人に出來る天艦望遠鏡の作り方

　　　　　1冊　￥2・00科學書報杜
（17）　申村要著

　趣味の天骸槻測1m￥ユ30岩波書店

（18）　井上羅郎著

　天丈小話鵬￥2．00科學知識晋及會

（畳9）　東京天女蔓編纂

　理科年表大正十五年　YE　￥1．50

　　　　　　　　　　丸善株式會批
（2e）　四獣士青山f言藏著

　地球の起原t歴史1紐￥3・50大鐙閣

（21）同　人海

　天地の構造那￥2．80同上
（22）　　’」、職封　　溝著

　天文要萱　1冊　￥12．00　　六合館

（25）堀尾實美著

　科三世面子膿美観　lnv￥3・00

　　　　　　　　　　　中丈館書店
（2）　硯」代常識大系第画編

　宇宙の見方1冊￥1・t：o日本評論蔵

（25）同　上第二編
　地球の見方　1冊　￥・150　同　上

（26）　野尻藁箒影署

　星座巡禮ユ冊￥1・50　　硯究敢
（27）借着士石井重美著

　入三把地球の蓮命其他　蹄　￥1・50

　　　　　　　　　　　　　アルス
（28）矢礪俊緒著

　これほ面白い天丈地丈の話

　　　　1冊｝￥0．60　自光就出版部

（29）理将士原田三夫著

　子供の科断叢書　星の巻

　　　　　1冊　0．75　子供の科母野

（50）野村胡軍士　太田雅光書

　太郎の族月世界のすこんけん

　　　　2M〕Y￥2．40　　同上
　（1）　迷信の緒言の最：初に「所謂迷信な

うものが意想外に廣く行にれて居り．こ

れがためにあらゆう方面に於て少からず

能率の減損た見て居ろの匡實に慨歎の至

りに堪えない．私漸城博士）t轍年來迷

信征伐た思ひ立ち，少し宛調査な績け・

其の都度維誌や新聞に掲載しナこので・此

の度之れ等な一亡纒めにし整理し7：　1，の

が此等である，云々」亡記されてある通
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リ迷信に醐すろ世人の盲唖開き。特に丙

午出れの女の爲めlt，大に；其の不心得戸

帳め世の知識階級の人にすらあるtころ

の迷信打破に努められ・附録に暦の乱調i

ビ干支五行読瑞頁項暦について記されて

あろ・

　一般の家庭に一本か備える必要がある

（2）天丈學椴襯・本書に去ろ大正十三

年入二念気振島田：夏期講座に於けろ新城

f尊士の講演fte纒めらられナこもの・　第一下

天丈の登戸・第二章地球・第三章太陽E

恒星，第四章宇宙進化論に大別してあっ

て，蘇に天文の獲達ば博士搦特の舞蔓．

各章に博士の得意の流星愚説が罰されて

あって，しかも通俗に蓮べられてある，

同好會員の机上にに是非一本目備へ付け
なく・て［工ならない．

　（5）一（7）　山本博士天丈講座叢書第一

編から第五編迄，（5）・（4）．（5），は大震災

前に獲行されブこもので，品切虐なって居

7こものの重版・ヒにつながる人々t工博士

由来ごヶ年の思ひ翫か結びついてみるも

のであろ定序の一節に記され一（ある．バ

Pt iード先生のこビ・uペルニ〃スか偲
ぶ，大面カンi・た偲ぶ，癒カプタイン逝

く。……臆佐セ木哲夫君等・天涯の異つ

プこ方面が書かれてあるので，修養書ビし

て誰人が詠んでもイ可か得るtころがあ
ろ．

　「牝極星そのほか」ば「天界」に禍載され

ナこ，北極星の話，星の光度，太陽系の現

数天丈豪言は何ぞや，新しきノアの箱
ナ珪，バーデ圭華星に二ついて，バ・遊星エトラ

の再話見，國定敏科書中の「：太Ftx」につい

ての八編が牧められてある・

　（8）宇宙開拓史訥話ば「宇宙建築ご其

の居住者」准改題されナこ上，ジーンスの

新星雲説の一篇か附加されすこものであっ

て，本邦に於けるgfe　一・　Ct）天文學史であ

る，

　（9）天禮ミ宇宙本書ば山本博士の力

作であって，校正に丈けでも牛ケ年か費

8れナこもの，現今邦文天丈書中の白眉S

溢するに決して踏躇しない名作である・

萬有科學大系の第一篇中に牧められて居

るが，爾三年中にば軍行本亡して嚢行さ

れる豫定であろ．幸ひ余［t別刷一畳た博

士から寄贈されナこので，毎々絡績して居

ろ．内容の大要に第一章太陽系・第二章

恒星，第三二字宙の構造，第四章天文蔓

Eその設備，四六倍版三段組で338頁矢
矧三百六十六，紙質ば良く印刷に鮮明で

ある，無冠は頗る挙易であるが事柄ぱ高

街，鷹接室に備へ付け一般の人々に示す

に最も妙であらう・第四章の天文ii蓬ミそ

の設備の一篇二二交書中で詳細彪極めナこ

ものである・日本で最初の火星槻二巴
（1戸村要氏の観i貝Cさ孝／しナこも∈））の如き・1工，．

大it氣沼延揚げ珍重なものである．各地

の横書館，卑校等に匡萬有科學大系が備

付けてあるから熟讃され，天文學の最新．

知識を得らる、様に御奨め串す．

　（1⑪）標準天丈脚本匿山本博士の自費

出版，原稿が出下るに從って印醐に附さ

れ，小生の手許にあるのば第272頁迄で

ある．本書に先生快心の著書即。五位で．

結了の筈で戯ば巻尾に纒めらるS筈，天

文二上のこミに是丈け［ll心得置くべし定

いふ考から筆な執られナこもの，第一章天

球第二章天業蓮動の理論，第三章球面天

丈學，第四章天覧の物理下血進んで居
v’ヶｼの如く出羽すべき天文書である・

　（11）太陽．關口理野道の「太陽」ば祠

田理學士の「彗星」亡共に誇るべき邦題

二丈書の双壁であろ．菊判544頁の大冊
舅ミ弓1も尉すされてある，

　（12）天暦．天睡の物理）5？suvs7こもの

第一・章から第四章迄に太陽系に間するも

の，第五章垣星及8妻に及んで居て・他

に類の少い書である・

　（15）太陽黒黙，太陽の黒黙観測者に

好指針Sなる良書．太山の黒黙に一般人

士の話題に上る今日，本書な繕かすに黒．

購為口にすべからすだ・

　（lq）天界片信　序な以って評に代ふ

本編ば過去十年程の問に天色氣象の畑で

著者（關口八洲士）の話しずこり，書いずこり

しす樋俗的の短編な掻き集めて一軸了し
71ものです・言にY’7棚ざらしに過ぎぬも

のですが，古い埃ば出來うだけ労い・多

少は新アこな装ひもしまし一て，口［：面秀見な

かへっ功る學界の現勢こ讃者か結びつ

けるニビか努め六つもりで居ります・い

．やな古臭の中にも一掬の薪味を見出して
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一時でも時代の空尉の中に開廷さる、讃

者がありまし7こら望外の幸であります・

　（15）　天目二曲人生観．第一三二らく

既有の観念か捨てろべし第ご章大宇宙

の構造ミ獲展．第三章地球の過去s將來

第四章人類の畳悟，附鍮一，月世界の

話，ご，太陽の黒羽三，流星書彗星．
天丈田上［：立脚し7こる著者の人生槻であ

h，

　（16）　天理望遠鏡の作り方．天引用反

射鏡の部定離野津屈折望蓮鏡ビに分ち・

附録に天丈講話な説いてあるが，天文學

蜀學法の一・篇ば猫導者の四一Sなる，

　（17）趣味の天艦観測に中村要田の著

同氏ば反射望遠鏡の製作者εしてに本邦

の第一人者，外國の一涜者に伍して決し

てひけをSらぬ新進氣鋭の篤學者であ
る・第一章望遠鏡，第二章興研，第三章

愛光星の観測，附録の四つに大別し　自

己の経界な第一亡して書かれナこもの，天

界の棘秘為望遠鏡で覗かんSするものに

見逃してはならない書であろ・

　（18）天牛小話．本書ぼ井上四郎助が
嘗て「科學知識」に投稿されナこものた集め

て軍行本Sされナこもの，天丈學ぜ爲眞術

天文縮瞳親測器械の二篇（t特に断口ミな
る，

　（19）理科年表．大正十四年に第一班

が出版され，第二冊が大正十五年用織し

て世に公にされ7：，既に世間に定評ある

翠黛であろ．

　（20）地球の起原ε歴史．地球の起原

に題する諸大家の説な蓮べ，地質時代に

及び太陽系創成の新設，ウエグネルの大

陸移動説に筆た結んである・

　（21）天地の構造．本書ば前者ご謹聴

青山理學士の著，天禮物理學の方面から

天地の構造奄述べてある，

　（22）　天文要萱，本書［t小野老人（本

年入十二歳）の著激来天文の盛な今日東

洋の天尊属書いたものit殆んこない亡こ

ろにこの書が出版されずこの［工實に喜ばし

い．

　目次の大ge［！1下寵の通りである．東洋

に於ける恒星及び星象，星象総記，恒星

個，星表，星天十二宮方位及び名士，星
天十二宮獣帯：封比表，附載獣帯器差表・

東西十二宮，二十八宿響比圖，附言東西

天丈一，支那，二，日本，三印度，四，

西洋，世界文運，弓丈ビ丈明の嚢揮・附

載，日月遊星等の二上像二見引力及び光

線分折法の獲明等に議する諸家事蹟概

要，歳差，推匿星用数，附簸，天丈彙考

第一編，列副書獣帯，第二編・印度・第

三編，支那，第四編，日本，第五編，西

洋，附録，金石四禽圖讃・

　（25）　天鰐美観．文學方面から見六天

艦の美観々集め7：もの，月に間するもの

ば「古今の月」S題し近々出版さるs筈・

　（24）・（25）・宇宙の見方亡地球の見方

isiSl姉妹編．現代常識大系の第一，二篇

編輯代表者ば丈學士漫野利三彫大久保

艇彦爾氏である・

　（26）星座巡禮ば昨年「天界」紙上に紹

介され六もの・

　（27）　人類及び地球の蓮；命，石井理財

士が新聞」P，雑誌に投稿され表ものた集

め六ものである・
　（28），　（29），　（50），　何匙しも坊ちゃんや

嬢ちゃん方の野饗みになる亭易な天文：書

である．

　注意一一以前の本邦天丈書総萱εして

　Lt下の丈葎見られよ‘（編者）

　「天界」第1號及第2號，（古川龍城氏）

　一一大正九年まで
　「天界」第58號及第58號（水野千里氏）一

　一一大正十四年まで

天界七月號
　躁　　告

山本一清　 ニウbン傳（5）

竹田新一郎　彗星の物理的性質

　　　　　　（5）

中村要反射選民鏡の智識

淺　里予俊雄　　ノ、　1　シェルの望遠

　　　　　鏡につき


